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ご来院の皆様へ
本院は大学附属病院であることから、理念として「優れた医療人
の育成に努め、患者さん一人ひとりにあった最高水準の歯科医
療を提供します。」を掲げています。すなわち、良質で安全な歯
科医療を提供するだけでなく、教育病院として将来の歯科医療
を担う優れた医療人を育成すること、先端的歯科医療のための
臨床研究、各種治験を推進することも本院の重要な使命です。 
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診療科長　原田 清 教授 Kiyoshi Harada

口腔外科外来

■治療が難しい親知らず、歯茎に膿が溜まる歯根嚢胞
2015 年 4月より「顎口腔外科外来」と「顎顔面外科外来」が統合されて「口腔外科外

来」となりました。口腔外科で最も多い疾患が、「親知らず（第三大臼歯・智歯）」の治療
で、特に横向きに生えたものや、根が長く曲がっているものなど、一般の歯科医院では治
療が難しい患者さんがたくさん受診されます。

次に多いのが、歯の神経が入っていた部屋に細菌が繁殖することで、歯の根の先端に
膿の袋ができる「歯根嚢胞」（しこんのうほう）で、自覚症状がある場合とレントゲン写真な
どで発見される場合があります。

■口や顎のがん、けがなども治療します
口腔内や顎の骨にできる良性腫瘍や悪性腫瘍（がん）の治療も行いますが、特に術後

の形態と機能を考慮しています。
そのほかに当外来では顎変形症、ドライマウスなどの口腔粘膜疾患、さらにはスポーツ

や事故によるけがで顎の骨や歯が折れた場合なども対応しています。救急車でERに運
ばれてくる患者さんの治療も月に３～４人ほど行っており、特に最近では自転車による転倒
事故が多いです。

口腔外科外来は１日６０人ほどの新しい患者さんを診察・治療するうえ、治療が難しく
時間がかかるケースが多いために、どうしても患者さんをお待たせしてしまうことがありま
すが、予約制をとり、なるべく効率よく診察を行い、患者さんに気持ちよくご利用いただけ
るように努力しています。

親知らずの根の近くには重要な神経や血管があるので、抜歯
するときには、より注意深く行う必要があります。親知らずが
斜めに生えて、となりの歯を圧迫しているものなどは、なるべ
く歯周病や生活習慣病、骨粗しょう症などを発症しない 20
代、30 代のうちに治療をしたほうがいいと一般的には言われ
ます。困ったことがあれば、一度ご相談ください。

●診療案内
診療時間：月～金曜日　8：30 ～ 16：30（最終予約16：00まで）
予約・問い合わせ電話番号：03-5803-5738、5742(月～金　9：00 ～ 16：00）

親知らずは痛くなくても抜いたほうが
良いのでしょうか？

口腔外科外来について

歯と健康の豆知識

Q



診療科長　戸原 玄 准教授 Haruka Tohara

摂食嚥下リハビリテーション外来

■自分の口で食べることをサポートします
摂食嚥下リハビリテーション外来では、食べ物を噛んだり、飲み込んだりする摂食嚥下

機能の低下によって食事に不安のある方や、現在、胃ろうなどの経管栄養を行っているけ
れど、少しでも自分の口から食べたいとご希望の方などを対象に、摂食嚥下機能の評価
と訓練指導・摂食指導を、外来および訪問診療で行っています。訪問診療は半径 16km
以内であれば診療しており、松戸や世田谷等の患者さんのご自宅に行くこともあります。

■訪問診療は、見えないものが見え、より良い診療ができます
訪問診療では、病気により通院できない患者さんのご自宅に伺って診察を行うために、

患者さんの病状や生活環境に合った治療や口腔ケアの方法を指導できるうえ、必要があ
れば地域のかかりつけの医師とも相談できるため、患者さんやご家族に大変喜んでいた
だいています。高齢者の施設などで講習会を行うこともあり、超高齢社会の地域医療にも
大いに貢献しています。

食事に何らかの不安がある方や、将来的に食べることに困難を来たすことが予想され
る方、具体的には次のような症状がある場合は「摂食嚥下リハビリテーション外来」にご
相談ください。

■こんな症状があればご相談ください
「食べるのが遅くなった」「やせてきた」「食事中にむせる」「食べこぼす」「口の中に食

べ物が残る」「のどの奥に食べ物が残る」「食べにくいものがある」「飲み込みにくい」「肺
炎や発熱を繰り返している」「痰がでる、痰が増えた」「のどがゴロゴロなる」「食べ物や
胃液が逆流する」「夜眠っているときにせき込む」「経管栄養を行っているが、口から食べ
られるかどうか知りたい」

●診療案内
外来：月～金曜日　13：00 ～ 17：00（最終予約16：00まで）
訪問診療：月～金曜日　10：00 ～ 17：00（最終予約13：00まで）
予約・問い合わせ電話番号：03-5803-5750、5751（月～金　9：00 ～ 16：00）

診療は、外来でも訪問でも、すべて保険診療で行います。訪問診療の際にかかる医師や
歯科衛生士などの交通費は、当院で負担するため、患者さんには請求しません。わからな
いことがあれば、お気軽にお問い合わせください。

健康保険で
受診することができますか？

摂食嚥下リハビリテーション外来について

歯と健康の豆知識

Q
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5 むし歯外来 歯周病外来
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歯科心身医療外来 第 1 総合診療室

顎関節治療部 第 2 総合診療室

快眠歯科 (いびき無呼吸 ) 外来 (月･ 金 )

3
義歯外来 歯科アレルギー外来 (月・水 am・木 )

クリーンルーム歯科外来 スポーツ歯科外来 ( 火・水 pm・金 )
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矯正歯科外来 ペインクリニック

小児歯科外来 口腔ケア外来

1

歯科総合診療部 スペシャルケア外来 ( 診療室 1)

息さわやか外来 (月･ 木 ) スペシャルケア外来 ( 診療室 2)

摂食嚥下リハビリテーション外来 薬剤部

業務課患者掛 業務課収入掛

B1 歯科放射線外来 (レントゲン、CT、MRI)

診療科案内
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１階ロビー １階 各フロア １階ロビー

再診の方
（予約なし）

再診の方
（予約あり）

初めての方
受付　8：30～10：30まで

前回の来院から
３ヶ月以上経っている方

受 付　8:30 ～ 10:30まで

予約のない方は、事前に診療科へ
受診の確認をしてください。

受診のご案内

代表電話番号 03-3813-6111 （歯学部附属病院とお伝えください）

診療日 月〜金　 初診受付 8：30 〜 10：30
休診日 土、日、祝日と年末年始（12 月 29 日〜 1 月 3 日）


